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 今年で13回目を迎えるこの教室は、親子で観察・実験やものづくりを体験することを通し

て、科学に対する興味関心を高めることを目的に開催しています。当日は、多くの子どもたち

とその保護者合わせて215名が参加しました。土曜の午後のひととき、ステージショーやロ

ボット実演、ブースでの体験に参加し、楽しみながら科学に親しむ様子が見られました。 

<子ども> 

○たくさんの科学が身の回りに

あることが分かりました。 

       楽しかったです。 

○苦手な理科だけど、おもしろいところもある

んだと思った。もっと知りたいと思った。 

<保護者> 

○工業高校のロボット実演や学生さんの協力、

説明が非常に良かった。ボイラーの説明に「ポ

ニョ」のことを話してくれて分かりやすかった｡ 

平成24年度「親子おもしろ科学実験教室」報告  

感想 

 

＜高校生の活躍に支えられて＞ 

 亀岡高校､綾部高校､福知山高校､工業高校､西舞鶴

高校の高校生４1名の皆さんが､ボランティアでロ

ボット実演やブース運営に協力してくれました｡ 

＜先生方や専門機関とつながって＞ 

 府内の小学校・高等学校・特別支援学校等から

21名の先生方にブースの準備や運営等ご協力いた

だきました。 

 また、「化石のレプリカづくり」を京都大学総合

博物館、「プラネタリウム」を綾部市天文館パオ等

にご協力いただきました。 

 専門性を生かした魅力あふれるサポートのおかげ

で、子どもたちは大満足でした。 

 多くのみなさんにご協力いただきました。 

9月８日（土）総合教育センター北部研修所で実施 

 ステージショー 
 18㍑缶がぺちゃんこに! 

 

化石探し 
「とうとう見つけたぞ！」 

歓声があがります。 

府立工業高校 

ロボットショー 

高校生の説明に興味津々 空気砲 
大人気の空気砲。一発でろうそく消せたかな？

ボランティアの高校生も大忙し! 

       空き缶つぶし 

アルミ缶がつぶれちゃったよう！ 

 タッチングプール 
ウニ、ヒトデなど、海の生

物を手にとって体感 



 

 

 

人材育成支援室より 

お薦めの一冊 

 総合教育センターでは京都府内の小学校及び

特別支援学校小学部の児童及びその保護者を対

象に、「講義・実習・体験」等を通して、学びと

気付きを深め、知的好奇心をより一層高めても

らえるよう、手作り府民講座を開催します。 

 ※詳しい内容は、後日お知らせします。 

日時：平成25年１月19日（土）午後１時～４時 

場所：京都府総合教育センター 

定員：200名 

４ センターで行っている 

教育相談について知りたい! 

１ 講座を受講する前に、内容を知りたい！ 
 研修講座の内容や携行品、開催場所について確認するこ

とができます。カレンダーからも簡単に講座を探すことが

できます。 

※講座の要項は､開催日の前月15日頃に掲載予定です。 

２ 授業や教育活動に生かせる情報を探したい！ 
 京育ナビには、授業に役立つコンテンツや研究成果

を掲載しています。 

３ 過去のセンターだよりを読みたい！ 

 人の心情を、掌を指すように表した「75編」

が、実に心地よく、私の「ココロ」をとらえて

離さない。 

 教育論･子育て論･仏教論など、今を生きる

ことを豊かに楽にしてくれ

る「やさしいコトバ」であふ

れている。 

 「人は自分にふさわしい

『祭り』を選んで参加し、た

ましいの洗濯をする（枠壊し

より）」秋の夜長に、ちょっと

立ち止まって読みたい一冊

です。（Ｏ．Ｍ） 

朝日文庫「ココロの止まり木」 

   河合隼雄    朝日新聞出版 

 皆さんからお寄せいただいた「受けてみたい講座」

の企画の中から、平成25年度の研修講座が実現してい

きます。 

 本年度は「ワーク・ライフ・マネジメント講座」を

実施する予定です。 

 ぜひ､興味あるアイデアをメールでお寄せください。 

【応募締め切り】11月2６日(月) 

【発表】        12月中旬 

※詳しい応募方法については、センターＨＰに掲載して

いますので、ご覧ください。 

受けてみたいな、こんな講座 

インターネット検索で「京都府総合教育センター」と入力

すると、トップページにアクセスできます。 

「ワクワクおもしろ学び教室」 


